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「ひとりにしないという支援」
地域の中で立ち直るということ―地方公共団体との協力の在り方

2024年7月4日法務省自治体向け説明会

奥田知志

東八幡キリスト教会 NPO抱樸 ホームレス支援全国ネットワーク
全国伴走型支援推進協会 生活困窮者自立支援全国ネットワーク
全国居住支援法人協議会 共生地域創造財団
全国日常生活支援住居施設協議会 日本福祉大学 客員教授  

 



抱樸(ほうぼく）

「ひとりにしない」と言う支援

・老子の言葉「素を見し樸を抱き」

・樸＝原木/荒木のまま抱く

・原木/荒木は無限の可能性を持つ

・荒木ゆえに傷つく＝絆は傷を含む
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基本コンセプト

経済的困窮（ハウスレス）
社会的孤立（ホームレス）

⇒ハウスとホームは違う

1990年ホームレス襲撃事件

「帰るところがない。誰かも心配されていない」
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抱樸の活動
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社会的孤立と伴走型支援



米国
３．１％

日本
15.3％なんと！

５倍

社会的孤立の調査 OECD諸国の比較
※相対的貧困率（２０１２年） 米国１７．４％ 日本１６．１％

米国⇒金はないが、友達は居る
日本⇒金もないが、友達もいない



施設ほどではない

支援が必要な

理由
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日本人の

意識

☞身内頼み
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ホームレス状態
誰が見ても困ってい 
 か 、助けてと言えない

何が足りない？



その気



 発的な動機
外発的な動機
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奥田 つながりや 係が無くな ことが問題
 橋 つながりが無くな ということは ことばを失う ということで ね
奥田  ことばを失う ということは その人の物語 が失われ ということで 

 橋源 郎さん
 人とのつながりがことばを生む 



エサと弁当



社会保障（国の役割）

現金給付と現物給付

１ 地域共生社会の理念とその射程 

〇日本の社会保障は、他の先進諸国同様 、人生 おいて典型的と
考え れ リスクや課題を想定 、その解決を目的と て、それぞれ現
金給付や福祉サービス等を含む現物給付を行うという基本的なアプ
ローチの下で、公的な保障の量的な拡大と質的な発展を実現 てきた  



つながり
ことば
物語
意味・動機



支援における二つの支領域

生活維持の
最低基盤
0地点

困窮状態

欠乏

支援➀
自立支援

最低生活基準の確保
憲法25条 生存権
ステージ＝非日常

回復

名前のある個人と
して自分の物語を

生きる

支援➁
自律支援

個人の物語への支援
憲法13条
個人の尊重
幸福追求権

ステージ＝日常

伴
走
型
支
援

つ
な
が
り
続
け
る 問

題
解
決
型
支
援

動機付け



家族機能の

社会化

日常というステージ
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   基 機能
① づき
②  ぎ



抱樸の

地域互助会

18

①誰でも入会可能

年会費6000円（月額500円）

②会員数270名

内当事者：なかまの会 １００人

③世話人20名 見守り活動（定期訪問）

④年間行事

バス旅行、花見、新年会、誕生日会

⑤サロン、卓球、カラオケ、かふぇ

⑥看取りと葬儀 互助会葬と偲ぶ会（追悼集会）

⇒大家の安心へ
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地域互助会☞地域 中でで ささえあ 
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互助会葬・偲ぶ会
☞葬儀は   役目？
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地域共 社会とは？
…赤    葬儀を出 合う社会



下関駅放火事件
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次のおはなし

下関駅放火事件と
は何か



下 駅放火事件の経緯

■２００６年１ ７日午前１時５０分出火

■Ｆさん  時７４歳

■放火理由 行く場所がなく刑務所 戻りたかった 

■北九州市⇒保護申請拒否・隣接市までの切符

■NPO法人抱樸（ 時ホームレス支援機構）の対応

１ ３日 新年炊き出 

問題解決も重要だが相談の有無が最重要

■放火は罪

 か 、あの日の選択は存在 たか？



事件の経緯

■１ ３日 友人を訪ね福岡へ

⇒道 迷い①警察  よって保護され  警察署 てカップ麺を

も い再び小倉へ向かう

⇒途中具合が悪くなり②病院へ救急搬送 入院な  対応は③

福津市福祉事務所 隣接の水巻市までの電車の切符を渡 

■１ ４日 福津市か 水巻市、さ  北九州

⇒北九州市④戸畑区役所 相談 対応な  

⇒①スーパーで万引き・・⑤戸畑警察署へ 逮捕な  

⇒戸畑署警察  JR南小倉駅 送っても う

⇒ 日は小倉で野宿



事件の経緯
■１ ６日 小倉

⇒②再び万引き 自 店員  げ⑥小倉北警察署 いく 逮捕
な  
⇒小倉北警察署 より⑦小倉北福祉事務所 連れて行かれ 
⇒小倉北福祉事務所は、下 駅までの交通費をわた 
⇒下 駅へ移動

■９時間後１ ７日 午前０時 ⑧下 鉄道警察か 構 か 退
去を求め れ 
⇒午前１時５０分 下 駅放火

※出所か の８日間 ８つの公的機 と接触 

※二 の犯罪（刑務所 行くための行動）

 か 、根本的な対処な  



NPO法人抱樸の対応
■１ ９日 奥田が下 警察署を訪ね が会えず 

差 入れのみ 

■２００６年１ ２７日 起訴

■１ ３０日 拘置所面会（最初の面会）

⇒犯行の動機

⇒放火 ついてーなぜ放火なのか？

⇒はじめ 聴く三つのこと

１）人生で 番つ かった日

２）人生で 番良かった日

３）これか どう たい



おかえり 向けた動き
①２０１５年秋⇒仮出所嘆願提出（奥田）

【専門家 よ 質的支援】
②２０１６年春受入準備開始 総合ケースカンファレンス（専門職中心）
（１）保護観察所 （２）保護司 （３）北九州市精神保健センター
（４）抱樸館館長 （５）NPO生活サポートセンター
（６）NPOデイサービス  （７）KP引受人 （８）福岡県定着支援センター
③２０１６年６ ２日 仮出所（北九州医療刑務所移送後）

⇒奥田宅 て生活開始（二か 予定）
④精神保健センター三井所長（ 時・医師） よ 面談

【つながり よ 量的支援】
⑤抱樸や教会で友人ができ ボランティア参加へ
⑥デイサービス抱樸通所開始（抱樸館 ）
⑦二週間後、抱樸館でのお試 宿泊開始
⑧８ ３日 満期！！抱樸館へ転居
⑨８ ２５日 下 駅訪問 謝罪 （駅の対応 感謝！）
⑩2017年6 15日 生活保護決定（それまでは貯金で対応） 28



外観 玄 

食堂 デイサービス



■問題解決型支援⇒アセスメントとプラン中心
主訴の明確化⇒焦点化・人を問題で捉える

■伴走型支援 その人全体で捉える
ごまかしの支援⇒質より量・相対化

相対化⇒つながり・ステージ・関心を増やす
例）前科11犯放火 第一段階専門職に因るケース会議

第二段階（日常化）・・・相対化・質より量

放火ＫＰ

ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ

竹内
さん

鶴田さん

イクセン
さん

勝さん

教会

炊き出し
ボラン
ティア

お葬式

映画監督
長塚さん

伴子さん

講演会

デイ主任
西田

彼女3人
ごまかす
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せ
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福
田
九
右
衛
門

■伴走型支援
⇒つながりの支援

■つながり
⇒他者の存在

■伴走型の成 

⇒その人の中 何
人の他者が存在 
 か 

※他者が生き  
味や倫理を与え 
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福岡県地域生活定着支援センターの概要

● 実施主体 福岡県

● 受託法人 NPO法人抱樸

● 事業開始 2010年7月～

● 事務所 福岡市内（福岡西総合庁舎2階）

● 職員数 11名

33



地域生活定着支援センターの主な業務

コーディネート業務

保護観察所からの依頼に基づき、特別調整対象者や一般調整対象者の福祉的なニーズを確認し、受け入れてもらえる福祉施設へ
の受入調整、また、必要な福祉サービスを受けることができるよう申請手続きの支援をします。

フォローアップ業務

相談支援業務

被疑者等支援業務

矯正施設を退所した後、受入れ先施設等の利用を開始した方に関しての相談を受け付けます。具体的には、聞き取り調査や訪問、
関係者が集まりケアについての検討を行う会議を開催します。

福祉サービス等の利用に関する本人や関係者からの相談に対して、助言や必要な支援を行います。具体的には、本人や親族、支
援者や連携先関係機関等からの相談対応、福祉施設や保護観察所等との連携を行います。

刑事司法手続きの入口段階にある被疑者・被告人等で高齢、障がい、生活困窮又依存症等により自立した生活を営むことが困難
な者に対して、釈放後ただちに福祉サービス等を利用できるように支援します。※2021年度から開始



福岡県地域生活定着支援センターの実績

【累計依頼総数】（2010/7～2023/11）

９６０件

【2022年度・新規依頼件数】

■出口支援 ６１件

①特別調整：５８件（うち他県定着センターからの依頼1３件）

②一般調整：２件

③相談支援：１件

■入口支援 ４６件

①被疑者等支援業務：2件

②相談支援業務：４１件（検察庁3件 弁護士会3７件 その他１件）

③指針外：3件
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➣出口・入口支援ケース合わせて、年間100件程度の新規依頼



「福岡地域生活定着支援協議会」について

活動開始

2017年2月～

会員内訳

■高齢者施設（養護老人ホーム・有料老人ホーム等） ■更生保護施設 ■自立準備ホーム
■障がい者施設（グループホーム・障がい者支援施設等） ■救護施設
■相談支援事業所 ■自立相談支援事業所 ■介護事業所 ■司法関係機関 ■医療機関
■不動産会社 ■個人会員など

会員数

７９団体・個人 ※2023年3月末現在

主な活動内容

■定期総会（年1回） ■世話人会（年6回）
■勉強会、他機関連絡協議会出席
■矯正施設、福祉施設視察
■地域毎のネットワーク構築（福岡、北九州、筑豊、筑後ブロック会）
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抱樸YouTubeチャンネル 登録ください！
現在１万6000人突破
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YouTube抱樸チャンネル
刑務所に戻りたかった ①・②

ゲスト 長塚 洋監督

#刑務所 戻りたかった ― 下 駅放火事件を振り返  長塚洋（映画監督）x 奥田知志（抱樸理事長）



新刊が出ま た！
収益は、NPOの支援 充て れま  

有斐 
2200円

本の種出版
2200円

新教出版
1980円



ご清聴ありがとうございま た
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